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　任意継続掛金及び介護掛金については社会保険料控除の対象となり
ますので、平成25年中に納付された掛金の納付証明書（右図参照）を、
平成26年1月中旬にご自宅へ郵送いたします。
　確定申告の際に必要となりますので紛失にご注意ください。

※社会保険料控除及び確定申告に係る詳しいことにつきましては、税務
署にお問い合わせください。

任意継続掛金納付証明書を
平成26年1月に発行します！

任意継続組合員の皆さまへお知らせ任意継続組合員の皆さまへお知らせ
平成
25年分

お問い合わせ先　保険課　☎ 048-822-3306

― 短期給付事業からのお知らせ ―
　短期給付事業は、医療費を賄う経理で組合員皆さまの掛金と地方公共団体である所属所
からの負担金で運営されています。
　上半期（25年4月から9月）の事業状況（収支）についてお知らせいたします。

収　入 7月から実施されている給与減額措置により、掛金・負担金収入に影響が出ています。
今年度末までに大きな減収が見込まれます。

支　出 保健給付では支出が抑えられておりますが、今後、インフルエンザの流行などによ
る医療費の増加が懸念されます。

このような収支状況から、平成25年度決算見込みと平成26年度の予算編成については、
組合会議員による慎重な協議が必要になると思われます。組合員の皆さまには短期給付財
政の現状についてご理解いただき、医療費適正化対策事業にご協力をお願いいたします。

「医療費適正化対策事業」のご案内
医療費は、組合員と被扶養者1人

ひとりの受診の積み重ねにより支払
われるものです。この支出は、医療
機関へのかかり方や健康を維持する
ための取組みで抑制することが可能
です。そのため、共済組合では「医
療費適正化対策事業」を毎年実施して
います。平成25年度の内容を抜粋し
てご案内いたしますので、引き続き
ご理解ご協力をお願いします。

【医療費削減のためのお願い】
・ 医療機関への適正受診にご協力ください。
（はしご受診、頻回受診の見直し等）
・ 薬剤費削減のためジェネリック医薬品への
切り替えにご協力ください。

・ 特定健診、特定保健指導による健康管理の
取組みにご協力ください。

・ がん検診、インフルエンザ予防接種等疾病
予防にご協力ください。
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